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2018　NEW DOCTOR & resident

［ 

２
０
１
８
年 

］

新
入
職
医
師
・
研
修
医
を
ご
紹
介掲載順不同

　①名前
　②診療科
　③出身大学／卒業年
　④入職日

①三井幾東（みついきとう）

②血管外科部長
③新潟大学／昭和 62 年
④ 1 月 4 日〜

①小口展生（こぐちのぶお）

②呼吸器内科
③奈良県立医科大学／平成 20 年
④ 4 月 2 日〜

①松岡利明（まつおかとしあき）

②整形外科医長
③日本医科大学／平成 10 年
④ 2 月 1 日〜

①栁澤晃広（やなぎさわあきひろ）

②麻酔科
③秋田大学／平成 16 年
④ 4 月 2 日〜

①井本匡哉（いもとまさや）

②泌尿器科
③埼玉医科大学／平成 25 年
④ 4 月 2 日〜

①梅田有史（うめだともふみ）

②血管外科
③川崎医科大学／平成 13 年
④ 4 月 2 日〜

①布施仁智（ふせきみのり）

②脳神経外科
③福島県立医科大学／平成 14 年
④ 4 月 2 日〜

①上岡直史（かみおかなおふみ）

②消化器内科
③東京医科歯科大学／平成 23 年
④ 4 月 2 日〜

①松平慎一（まつだいらしんいち）

②消化器外科
③順天堂大学／平成 21 年
④ 4 月 9 日〜

①平澤桃子（ひらさわももこ）

②初期研修医
③東京医科歯科大学／平成 30 年
④ 4 月 2 日〜

①白川雄規（しらかわゆうき）

②初期研修医
③群馬大学／平成 28 年
④ 4 月 2 日〜

①加藤昭彦（かとうあきひこ）

②初期研修医
③岐阜大学／平成 28 年
④ 4 月 2 日〜

①四方昭義（しかたあきよし）

②初期研修医
③杏林大学／平成 28 年
④ 4 月 2 日〜

本
年
、
当
院
に
入
職
さ
れ
た
医
師
・
研
修
医
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
充
実
し
た
診
療
体
制
で

地
域
の
皆
様
の
健
康
に
寄
り
添
い
続
け
ま
す
。
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血管外科●梅田先生の入職によって常勤医師 2 名体制に！

下肢静脈瘤
血管内レーザー治療

行田総合病院 血管外科部長

三井幾東

［Close-up］血管外科

〜下肢静脈瘤レーザー治療〜

血
管
内
レ
ー
ザ
ー
治
療
と
は
？

　

下
肢
静
脈
瘤
の
治
療
法
（
保
険
適
用
）
の
一
つ
で
す
。
治
療
す

る
静
脈
の
中
に
レ
ー
ザ
ー
光
を
導
く
た
め
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
通

し
、
血
管
内
に
照
射
す
る
レ
ー
ザ
ー
の
熱
に
よ
っ
て
静
脈
を
焼
い

て
塞
ぐ
方
法
で
す
。

　

こ
の
治
療
法
の
最
も
良
い
点
は
、「
身
体
に
優
し
い
」と
い
う
点
。

従
来
の
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
で
は
足
の
付
け
根
と
膝
の
２
カ
所

を
切
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
で
は

１
カ
所
に
細
い
針
を
刺
す
方
法
、
も
し
く
は
数
ミ
リ
の
切
開
で
治

療
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
手
術
部
位
に
は
傷
跡
が
ほ

と
ん
ど
残
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
治
療
時
間
も
片
足
約
60
分
程
度
で
す
。
術
後
の
痛
み
や

出
血
も
少
な
く(

一
時
的
な
痛
み
・
つ
っ
ぱ
り
感
・
皮
下
出
血
等

が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す)

、
麻
酔
方
法
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
手
術
直
後
か
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
日
帰
り
や
一
泊
入

院
で
の
手
術
が
可
能
で
す
。

［Close-up］呼吸器内科

〜常勤医師 2 名体制に！〜

1 日目 2日目

10:00

12:00

入院

前処置

手術終了～経過観察

当院での血管内レーザー治療の流れ（1泊入院の場合）

11:00 手術室入室

9:30

10:30

診察・患者さまへの説明

退院（通院～逆紹介へ）

◀下肢静脈瘤とは、血管内にある血流を支え
る弁が壊れ、足の血流が停滞して留まり、足
の静脈血管が浮き出て目立つようになった症
状です。放っておくと、足のだるさやむくみ、
かゆみや湿しんとなり、重症になると皮膚が
黒ずみただれてきます。最終的には出血や潰
瘍にまで発展することもあります。
　比較的女性に多く見られ、歳を経るに従っ
てその割合も多くなります。立ち仕事をして
いる人に多く見られます。一般的に加齢とと
もに静脈や静脈の弁が弱くなり、発生頻度が
高くなります。

血管外科部長

三井幾東 KITOU MITSUI

■新潟大学医学部 昭和 62 年卒
■専門医・認定医
三学会構成心臓血管外科専門医
日本循環器学会専門医
日本脈管学会専門医
下肢静脈瘤レーザー治療実施医
日本外科学会専門医
日本胸部外科学会認定医

血管外科

梅田有史 TOMOFUMI UMEDA

■川崎医科大学 平成 13 年卒
■専門医・認定医
三学会構成心臓血管外科専門医
日本脈管学会専門医
下肢静脈瘤レーザー治療実施医
日本外科学会専門医
腹部ステントグラフ実施医・指導医

行田総合病院新南棟 1F 月 火 水 木 金 土
午前 診察室1

午後 診察室1

三井医師

梅田医師

■血管外科 外来担当表

三井医師

三井医師

三井医師手術

手術

梅田医師

梅田医師

梅田医師

呼吸器内科●より充実した診療体制を構築。

呼吸器内科
常勤医師 2 名体制に！

行田総合病院 内科部長／呼吸器内科部長

竹内広史

４
月
か
ら
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
！

　

呼
吸
器
疾
患
は
診
断
や
治
療
方
法
が
完
全
に
確
立
さ
れ
て
い
る

も
の
が
少
な
く
、常
に
新
し
い
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
分
野
で
す
。　
　

　

日
本
の
医
療
に
お
け
る
動
向
、
さ
ら
に
世
界
の
医
療
に
お
け
る

動
向
を
参
考
に
し
た
上
で
の
一
流
レ
ベ
ル
の
医
療
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
一
番
で
す
が
、
さ
ら
に
新
し
い
治
療
の
試
み
と
し
て
患
者

さ
ま
の
苦
痛
を
取
り
除
く
方
法
な
ど
も
順
次
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
患
者
さ
ま
の
状
況
に
応
じ
た
治
療
方
法
の
工
夫
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

〈
対
象
疾
患
〉

　

急
性
疾
患
と
し
て
の
呼
吸
器
感
染
症
、
喘
息
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
、
気

管
支
拡
張
症
、
呼
吸
不
全
、
悪
性
疾
患
と
し
て
の
肺
が
ん
、
慢
性

疾
患
の
喘
息
発
作
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
の
急
性

憎
悪
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
原
因
不
明
で
長
期
間
続
く
咳
に
は
、
呼
吸
器
疾
患
と
し

て
ア
レ
ル
ギ
ー
や
副
鼻
腔
気
管
支
症
候
群
に
よ
る
も
の
な
ど
が
あ

り
、
現
在
治
療
効
果
が
出
て
い
な
い
咳
は
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
呼
吸
器
内
科
専
門
医
の
治
療
に
よ
り
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

〈
診
療
科
に
お
け
る
特
色
〉

　

呼
吸
器
疾
患
は
幅
広
く
、
正
し
い
診
断
に
至
ら
な
い
ま
ま
十
分

な
治
療
が
行
わ
れ
ず
症
状
に
苦
し
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
呼
吸
器

内
科
専
門
医
と
し
て
、
呼
吸
器
疾
患
に
特
有
な
検
査
を
十
分
に
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
正
し
い
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

私
た
ち
２
人
は
、
呼
吸
器
内
科
専
門
医
で
す
。
さ
ら
に
本
年
９

月
、
も
う
一
人
の
呼
吸
器
内
科
常
勤
医
師
が
入
職
さ
れ
る
予
定
で

す
。
入
院
治
療
や
外
来
治
療
を
中
心
に
最
新
の
治
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
常
勤
医
師
３
名
体
制
の
ス
タ
ー

ト
時
に
は
、
ま
た
こ
の
場
を
借
り
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

内科部長／呼吸器内科部長

竹内広史 HIROSHI TAKEUCHI

■秋田大学 平成 10 年卒
■専門医・認定医
日本内科学会総合内科専門医
日本呼吸器学会呼吸器専門医
日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医
ICD 制度協議会感染制御医師
身体障害者福祉法（呼吸器）指定医師
日本内科学会認定医

呼吸器内科

小口展生 NOBUO KOGUCHI

■奈良県立医科大学 平成 20 年卒
■専門医・認定医
日本呼吸器学会専門医
日本内科学会認定内科医
日本癌治療認定機構がん治療認定医

行田クリニック A館1F 月 火 水 木 金 土

午前
診察室2

診察室3 小口医師

■呼吸器内科 外来担当表

竹内医師 竹内医師

小口医師

※竹内医師

診察室2
午後

診察室3

竹内医師

小口医師

竹内医師

※小口医師

※土曜の診察は、第 1・3週／竹内医師、第 2・4週／小口医師
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COLUMN

ドクターやナース、コメディカルの日常、大げさにいえば人生観まで。

好評につき、毎号連載中！

脳ドックのすヽめ

　「知らぬが仏」とは、知れば腹が立つような事や悩んだりする事でも知らなければ

平静な心で居られる事の例えです。『検査をして、もし恐ろしい病気が見つかったら

どうしよう？』　誰しもそんな気持ちを抱くと思います。しかし、『異常が無くて良かっ

た、やっておいて良かった、安心した！』　と思える事もあるのではないでしょうか。

　健康診断、予防治療の発達により脳血管疾患の死亡率は 1960 年代をピークに、

現在は悪性新生物、心疾患、肺炎に次ぐ第 4 位まで低下しました。しかし、寝たき

りになる原因の第 1 位は未だに脳血管疾患（脳卒中）です。介護が必要になる方の

約 24％が脳卒中であり、次いで認知症が約 21％と言われています。最近、平均寿

命に対し健康寿命の重要性が指摘されています。健康上の問題がない状態で日常生

活を楽しく送る時間が重要と言う事です。平均寿命から健康寿命を引いた年数が、

寝たきりの人生、支援、介護が必要な人生となります。

　さて、脳ドックとは何でしょう？　ドックは英語の“dock”であり、船の修理

や建造を行い、次の航海で事故が起こらないようにする施設、要するに船の安全を

守る陸の要です。日本では 1988 年に世界に先駆けて北海道の病院で脳ドックが開

設され、以後、日本中に広がりました。脳“dock”は、脳の安全を守り、未然に
病気を見つけ健康寿命を延ばす要とも言えるのではないでしょうか。

  MRI は被曝せずに磁石の力で無症状の脳梗塞や動脈硬化、脳小血管病、脳腫瘍を見つける事ができます。MRA も同様にくも

膜下出血の原因となる脳動脈瘤、脳梗塞の原因になる血管狭窄を見つける事ができます。頸部エコーは脳に血液を送る頚動脈

の動脈硬化の程度を知る事ができます。検査を機に、治療が必要な内科疾患が見つかった方も大勢いらっしゃいます。

　中・高齢者の方、高血圧、糖尿病、脂質異常症、肥満、喫煙をしている方、脳卒中のご家族がいる方は“脳健康寿命”を延

ばすために是非脳ドックをお受けください。行田市国民健康保険に加入されており条件を満たす方は、行田市国民健康保険か

らの助成があります。

　当院では随時受付しておりますので、お気軽に受診して下さい。脳卒中による寝たきりを無くしましょう。

脳神経外科医師
布施仁智

本年 4 月に入職された布施先生。
脳神経外科は常勤医師 3 名の体制
となりました。救急・外来ともに
万全の体制で地域を支えます。

第 27 回救急勉強会
当院新南棟 4 階 会議室

2017年2 月21 日（水）

『当院の小児科における救急医療について』
小児科部長・小和瀬医師より「転

院となった症例」を中心に 15 の

症例提示が行われ、行田市消防を

はじめ、熊谷消防、県央広域消防・

比企広域消防の救急隊員 19 名に

ご参加いただきました。

第 34 回 行田市鉄剣マラソン大会
古代蓮の里〜さきたま古墳群を含む市内周回コース

2018 年 4 月 1 日（日）

当院スタッフ70名が参加！
歴史ある行田市鉄剣マラソン大会。今年は看護担当課が音頭を取り、お揃いの

Tシャツを着た57名のランナーと13名のリハビリセラピストが参加させて

いただきました。快晴＆満開の空の下、当院スタッフは全員見事に完走！　参

加された皆様「お疲れさまでした！」来年もよろしくお願いいたします！

News & Topics

2018 .2 -2018 .4

診療報酬改定勉強会
新南棟 4F 会議室

2018 年 4 月 5・6 日

2日間に渡って開催。
株式会社ウォームハーツ代表取締
役・長面川さよりさんを講師にお
招きし、入院と診療所・外来向け
に分けての勉強会。院内スタッフ、
地域の医療機関の皆様にご参加い
ただきました。

北埼玉医師会学術講演会
北埼玉医師会メディカルセンター（加須市）

2018 年 3 月 14 日（水）

当院泌尿器科医師3名による講演会、盛況に終わる。
林副院長／泌尿器科部長による『行田総合病院泌尿器科の現在と今後の展
望』、澤田医師による『最近の前立腺がん治療トピックスについて』の後、
特別講演として新百合ケ丘総合病院ロボット手術センター長・吉岡医師（当
院非常勤医師）による『前立腺がんに対する手術療法〜ロボット支援前立腺
全摘出』が行われました。先進医療についての講演は興味深く、会場は満席。
北埼玉における泌尿器科連携に大きな軌跡を残す一夜となりました。

■写真左から
 北埼玉医師会長／加藤こどもクリニック院長・加藤医師
 新百合ケ丘総合病院ロボット手術センター長（当院泌尿器科非常勤）・吉岡医師
 当院泌尿器科・澤田医師
 当院副院長／泌尿器科部長・林医師
 座長：ひらの内科胃腸科院長・平野医師

行田クリニック A 館 2 階 月 火 水 木 金 土

午前
岡田医師 岡田医師 岡田医師

加藤医師
岡田医師 岡田医師

本間医師 本間医師
頭痛外来 布施医師 本間医師 布施医師

午後 岡田医師 岡田医師 吉川医師 加藤医師
岡田医師

布施医師

■脳神経外科 外来表

※脳ドックは完全予約制です。健診担当（TEL 048-554-0005）へお問い合わせください。
※詳細は当院ホームページにて▶ http://gyoda-hp.or.jp/shinryoka_guide/kenshin-2/kenshin_nou/
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ADVERTISING

◉新人看護師がんばってます❶　

医療安全や感染管理を学（楽）習してますっ！

4 月 5 日から始まった新人看護師研修のうち、医療安全

の研修には、新人臨床工学技士 2 名が加わりました。

医療安全の研修は３時間で、Team STEPPS（医療のパ

フォーマンスと患者安全を高めるためにチームで取り組

む戦略と方法）という考え方を取り入れた演習と講義が行

われました。

感染管理の研修には、さらに新人ヘルパー５名も加わり、

SAVE ！ という教育型ツールを当院用にアレンジした演

習と講義が 5 時間ほどかけて行われました。

医療安全では知識や技術だけでなく、チームワークやコ

ミュニケーションも大切であること、感染管理では知識や

技術を状況に合わせて使えることが大事であるという内

容の演習でしたが、ドキドキやワクワク満載のゲーム感覚

な仕掛けに、大いに盛り上がりました。ここで楽しく学

んだことを、ぜひ現場で実践してくれるよう期待します！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［行田総合病院 看護部・医療安全管理部・感染防止対策部・看護担当課］

院内・院外からの広告を受付ております。

◉人事課からのお知らせ

2018 年度 新入職員 103 名入職しました！

2018年4月2日に入職式が開催され、初期研修医師4名、

看護師 44 名、准看護師 3 名、看護助手 5 名、リハビリ

セラピスト 27 名、薬剤師 1 名、臨床検査技師 3 名、診

療放射線技師3名、臨床工学技士2名、MSW2名、MA1名、

事務 8 名が入職しました。学生から初めて社会へ出る方、

転職の方、現場で教育を行うスタッフ、みんなで一緒に

成長し続ける組織を目指してがんばっていきます！　

よろしくお願いいたします。　　　　　［行田総合病院 人事課］


